
(1) 昭和58年5月発行 昭和 町 広 報



等級 災 ヨ口宣 の 程 度 見舞金

1等級 死 亡 1，000.000円

2等級 身第体5障号害11:者規定福す祉法る傷術害調瑚l法 20札口目。

5等級 治療 12ヶ月五止の傷害で実話拐事日数 531:l以上 180.000 

4等級 御寮6ヶ月以上 12ヶ月末満の傷害て安治療臼数 27殴壮 140.000 

5等級 治療5ヶ月以上6ヶ月末海η傷害で実治療回数 23日以上 110.000 

6等級 治療4ヶ月以上5ヶ月末脚D傷害で実治療回数 19日以上 90.000 

7等級 絵画l3ヶ月以上4ヶ月末満の傷害て安治療日数 14日以上 70.0.00 

8等級 従軍医2ヶ月以上5ヶ月末織の傷害で実話線日数 10日以上 50，000 

?等級 単調官1ヶ月以上2ヶ月末満の傷害で実話線回数品目以上 30.000 

1出等級 准療2週間以上1ヶ月末満の傷害で実話療日数 4日以上 2日，000

11等級 治療1週臨ユ上2濁笥末測の傷害警で実治療日数 5日以上 15.000 

12等級 治療T週間末満の傷害で実話療日数 2日J;J..上 10.000 

(2) 昭和 58年 5月発行

交
通
事
故
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
日
の
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
交
通
事
故
の
当
事
者
に
私
達
自
身
い
つ
早
変
り
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
い
、ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
め
な
た
も
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

報
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交
通
火
害
共
済
が
語
改
正
こ
の
共
済
は
、
町
村
住
民
が
わ
ず

改

正

の

内

容

か

な

掛

金

を

出

し

、

交
通
事
故
に
よ

o
死
亡
見
舞
金
を
五
十
万
円
か
ら
百
っ
て
死
亡
し
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
と

万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

き

、

そ

の
被
害
者
に
見
舞
金
を
支
給

。
二
等
級
と
し
て
後
遺
障
害
の
等
級
し
、
少
し
で
も
明
る
い
生
活
を
守

っ

を
新
設
し
ま
し
た
。
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
県
内
の
全
町
思
い
ま
す
が
、
加
入
を
希
望
す
る
方

o
前
二
等
級
か
ら
七
等
級
ま
で
を
三
村
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
は
申
込
書
に
記
入
し
、
各
地
区
の
交

等
級
か
ら
十
二
等
級
の
等
級
区
分

H

町
村
住
民
の
た
め
仰
の
相
互
扶
助
通
安
全
母
の
会
役
員

(
婦
人
会
支
部

に
改
め
見
舞
金
額
を
引
上
げ
ま
し
制
度
で
す
。

一
き
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

た

。

五

十

八

年

度

分

の

申

込

書
は

、

す

初

年

度
申
込
み
期
限
は
、
事
務
手

V

申

込

み

は

三

月

十

七

日

ま

で

で

に

各
家
庭
に
届
い
て
い
る
こ
と
と
続
き
等
の
関
係
で
三
月
十
七
日
ま
で

一
鱗
機
繍
鐙

フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
の
た
ば
乙
で
は

i
l
!

合
わ
せ
て
変
え
て
い
ま
す
。

機

織

灘

鐙

真

ん

中

か

ら

少

し

根

元

寄

り

の

所

に
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J
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と
こ
ろ
が
灰
皿
に
置
く
と
き
、
こ
一

.

議

際
機

重
心
が
あ
り
ま
す
。
た
ば
ζ
を
吸
っ

L一¥一け一
!
?
と
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す
。
置
・

想
盟
国
回
目
園
開
臨
時
輔

、ノ

固

と

h

司

ミ

露

関

畿

て

い

る

と

き

、

大

方

の

人

は

こ

の

辺

会

ム

一

ぬ

い

た

と

き

は

H

つ
り
合
い
H

の
取
れ
・

.選
h
事
で
は
さ
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。

ャ

↑

灰

f'
て
い
た
た
ば
乙
も
、
時
間
が
た
つ
と
…

察
機
騒
4

乙
の
重
心
は
、
た
ば
こ
が
燃
え
る
ば
込
刀
折
何
助
言
心
が
づ
れ
、
た
た
み
や
、
じ
?
?

機
撃
畿
に
つ
れ
て
根
元
の
方
へ
と
移
動
し
ま

Ib--翠
た
ん
に
ポ
ト
リ
。
た
ば
乙
を
灰
皿
に
…

糠
鑓
闘
機

す
。
た
ば
乙
を
吸
う
人
は
、
一
服
ご
住
f
b
(滋
一
mmm
綴
か
置
い
た
ま
ま
席
を
立
た
な
い
乙
と
は
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撃

と
に
灰
を
落
と
し
た
り
し
な
が
ら
、
め
齢
建
一
一
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一
…
も
ち
ろ
ん
、
置
く
と
き
な
た
ば
こ
・

際
際
機
隣
は
さ
む
指
の
位
置
を
重
心
の
移
動
K

語
翻
盤
J

…一一円、
の
重
、
心
H

K
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
…

広町和昭

備考 交通事故11:関し権限を有する繍関の発行する交通事故証明書が

祭出きれない場合は、治療 1ヶ月以上の傷害であっても 10等級

を限度とする。

盛
会
だ
っ
た

社
会
教
育
推
進
大
会

町
整
育
委
員
会
、
社
会
整
月
委
員

会
主
催
の
第
二
回
町
社
A
蚕
育
推
進

大
会
が
、
二
円
十
三
日
に
申
央
公
民

館
で
時
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
研
究
テ
l
マ
は
、
「
地
域

に
根
ざ
し
た
社
A
T
薮
育
鮮
進
の
あ
り

方
」
、
分
科
会
で
は
、
家
庭
教
育
、

青
少
年
、
地
域
づ
く
り
と
三
つ
の
分

科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
討
議
が
な

さ
れ
、
{
家
庭
撃
宵
は
三
歳
J

ま
で
に
」
信

頼
と
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
ζ
と

が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
、

青
少
年
の

健
全
育
成
や
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

と
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
加
入
を

希
望
す
る
方
も
受
付
け
ま
す
の
で
、

役
場
総
務
課
ま
で
と
連
絡
く
だ
さ
い
o

v
加
入
容
稽

町
に
居
住
し
住
民
基
本
台
帳
に
登

載
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
外
人
登

録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

V

共
済
掛
金

年
額
一
人
五
百
円

V

共
、
話
期
間

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

V

見
舞
金
の
請
求
手
続
き

見
舞
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、

不
幸
に
し
て
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場

合
は
、
警
察
に
届
け
確
認
を
し
た
の

ち
、
役
場
総
務
課
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

に
は
、
人
々
の
ふ
れ
合
い
や
連
帯
意

識
を
高
め
る
乙
と
が
大
事
で
あ
る
己

と
い
う
意
見
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
各
分
科
会
か
ら
の
内

容
を
受
け
て
、
評
論
家
の
藤
本
清
先

生
の
豊
富
な
経
験
と
広
い
視
野
か
ら

の
す
ば
ら
し
い
講
演
が
あ
り
、
充
実

し
た
有
意
義
な
推
進
大
会
で
し
た
。



報広町

七
十
歳
以
上
(
寝
た
き
り
の
状
態

の
人
は
六
十
五
歳
以
上
)
の
お
年
寄

り
は
、
す
べ
て
老
人
保
健
で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
ど
の
よ
う
な
医
療
保
険
(
国

民
健
康
保
険
、
職
場
の
健
康
保
険
、

公
務
員
の
共
済
組
合
、
船
員
保
険
、

日
雇
一
健
康
保
険
)
に
(
被
保
険
者
あ

る
い
は
扶
養
家
族
と
し
て
)
加
入
し

て
い
よ
う
と
も
、
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は
み
ん
な
、
七
十
歳
(

寝
た
き
り
の
人
は
六
十
五
葱
を
過

ぎ
れ
ば
、
医
療
に
つ
い
て
は
、
い
ま

ま
で
の
医
療
保
険
か
ら
切
り
離
さ
れ

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
た

医
療
保
険
の
被
保
険
者
あ
る
い
は
扶

蓑
家
族
と
し
て
の
資
格
は
そ
の
ま
ま

残
り
、
医
療
以
外
の
給
付
、
た
と
え

ば
、
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
葬
祭

費
-
職
場
の
健
康
保
険
の
場
合
は
埋

葬
科
や
傷
病
手
当
金
な
ど
は
も
と
の

医
療
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
町

で
も
、
七
十
歳
以
上

(寝
た
き
り
の

状
態
の
人
は
六
十
五
歳
以
上
)
の
方

に
は
健
康
手
帳
を
本
作
付
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
健
康
手
帳
に
は

「
老
人

和昭昭和 58年 5月発行(3) 

ボクシング練習場聞き
かいじ国体に向け、広く町民にボクシングを普及す

るとともに、若い本県選手を育成するために旧役場庁
日を改装して練習リングが完成し、 2月8日、大勢の
関係者が出席してボクシング練習場聞きが行なわれま
した。
式典では町長、古屋東吾県アマチュアボクシング連

盟会長らのあいさつのあと、県内の有力な選手、全日
本アマチュアボクシングチャンピオンの瀬川正義選手
らがシャドウボクシング、スパーリングを行ない叔藤賢
習に汗を流しました。
なお、 ζの練習場は県アマチュアボクシング連盟に

許胃を得ると一般の方々も使用できます。
詳しいととは、教育委員会へ問合せ下さい。

保
健
法
医
療
受
給
者
証
」
が
入
っ
て

い
ま
す
。
受
診
の
時
に
は
必
ら
ず
診

遼
所
の
窓
口
に
傍
康
手
帳
と
保
険
証

を
提
出
し
て
受
診
し
て
下
さ
い
。

*
六
十
八
J
六
十
九
歳
の
方
と
六
十

五
歳
か
ら
六
十
八
歳
末
満
の
一
人
暮

ら
し
の
老
人
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お

り
の
扱
い
で
す
が
、
変
っ
た
と
乙
ろ

は
、
七
十
歳
以
上
の
方
と
同
じ
よ
う

に
一
部
負
担
金
が
導
入
さ
れ
た
ζ

と

で
す
。
詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

資格の取得と手続き

E んなとき 手 続 き いつまで

7日歳になったとき 保険証を添えて町長K届出る 70績の誕生日前

他市町村から転入してきたとき 保験証を添完て町長IC届出る 14日以内に

側節町持1稿封するとき 鰭奈手帳を添えて町長K届出る 転出する前IC

死亡のとき
死亡の届出議務者#移E亡した者の健康手帳を添えて町長に

14日以内IC
雇拙る

町の区域内で居住地を変更したとき 町長きと届出る 14日以内IC

加入資格を失ったとき 生の活と保きは護健を康受手け帳るをよ添うえなて場町合長はに加届入出資格る。を失いますが、 そ すみやかに

65歳を過きて寝たきりになったとき 国民年金証書あるいは障害年金証書または医前ゆ診断書お 寝たきりにな ったとき

ー一ー一一一ーー よぴ保険証を添えて町長K認定の申請をする。

. . 
受講生募集中.グ. . 

~亘司桝棚酔センター. 所在 玉猫村-IT:畑1189

. 電話 73-6479 

. 
講座名 期間 嘱日 時間 募集人員 申込受付. 

- 社交ダンス 毎週 PM7: 30 '期

' 教 室
1 期

火曜日
9:3日 る日名 5月?帥吟定費

-ト一一一一一一 4-7月

， ジャズダン'" 毎週 PM7・30

教 章 木曜日

' 9: 30 6日名

' 一ギタ ー 毎週 PM7: 30 2 期

重量軍
2 期

金咽日

• 一 8月-11月 9:30 40名 7月1日から定員

'車道 毎週 PM7: 00 

' 11:室 木間曜日
9 : O ~ 15名

' 一
，洋草子 喜朗 毎週 PM7: 00 3 期

' 11:室 1Z月-3月 水晦日 明月T日から定員9:目。 18名

' h 硬式テニス 毎週 AM9:00 5月'日

11:室 ‘-8月 日隔日 から定員. 11:00 40名

， 匝匡困函酬m払舛脚(15E各観此1期~分 30脚下)なら出向受和ます・
(4ヶ月分)Jio前納していただiきます.

A 

家
庭
で
は
し
つ
け
を

地
域
で
は
環
境
浄
化
を

ー
青
少
年
の
た
め

の
昭
和
町
民
会
議

l

壬
と
も
の
健
全
な
成
長
に
は
、
家
④
宵
少
年
の
組
織
や
活
動
が
不
活
発

庭
の
し
つ
け
と
同
時
に
社
会
に
お
け

一
六
・

O
務

る
訓
練
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
⑤
親
や
住
民
の
理
解
が
な
い

西
欧
諸
国
で
は
、
親
は
も
ち
ろ
ん
九
・
ハ
逐

地
域
の
大
人
も
子
ど
も
に
は
子
ど
も
⑥
そ
の
他

と
し
て
守
る
べ
き
ル
i
ル
の
あ
る
乙

一
五
・

一
勿

と
を
、
小
さ
い
時
か
ら
し
つ
け
て
い
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
か

る

と

い

わ

れ

ま

す

。

ら

地

域

社

会

の

整

円

力

の

強

化

が

必

日
本
に
お
い
て
は
、
総
理
府
の
調
要
と
痘
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

査
に
よ
り
次
の
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
そ
乙
で
子
ど
も
集
団
(
子
ど
も
ク

V

地
域
社
会
の
問
題
点
と
し
て
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
)
を

伶
璃
域
の
人
々
が
青
ゆ
を
ヰ
K
無
関
心
子
ど
も
の
自
主
直
に
根
ざ
し
て
育
て

一二

・

九

鰭

る

こ

と

が

課

題

と

な

り

ま

す
。
ま
た

②
地
域
の
人
々
の
心
の
つ
な
が
り
が
薯
言
動
堅
議
の
追
放
な
ど
地
域

弱
い

二
0
・
一
銘

の

環

境

浄

化

に

つ

と

め

、

大

人

が

美

@
患
書
自
販
機
や
低
俗
な
看
板
が
犯
し
い
町
を
つ
く
り
子
ど
も
を
見
守
り

濫
し
て
い
る
一
七
・
五
儲
た
い
も
の
で
す
。
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健康増進に

アドノYイス
健康まつり

報広

こ
の
一
日
、
自
分
の
健
康
を
、
明

日
を
に
な
う
子
ど
も
の
健
康
を
、
地

域
の
健
壊
そ
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
と

二
十
六
日
、
申
央
公
民
館
で
昭
和
町

母
子
愛
育
会
の
主
催
に
よ
る
第
九
回

健
康
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。会

場
で
は
、
佐
也
、
体
力
、
血
圧

測
定
、
尿
検
査
、
肝
機
能
検
査
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
住
民

の
健
康
増
進
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な

い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
堂
で
は
奈
良

林
祥
先
生
が
「
中
年
か
ら
の
傍
康
管

理
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

町和昭

良
い
歯
の
三
歳
児
は

次
の
通
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

〈
西
条
一
区
〉
中
込
文
子
、

〈
西
条

一一区
〉
中
沢
幸
美
、
今
由
紀
子
、
梶

原
祐
樹
、
堀
内
麻
美
、
樋
口
恭
子
、

利
根
勇
基
、
前
山
大
介
、
日
野
原
晴

間
中
山
英
貴
、
〈
新
田
〉
田
村
智

美
、
福
島
多
江
、
塩
田
恵
美
、
三
谷

里
子
、
相
山
玲
子
、

〈
押
越
〉
手
塚

正
樹
、
有
賀
誠
.
〈
申
島
〉
志
村
有

希
長
田
昌
之
、
向
山
誠
、
田
中
裕

二
、
佐
野
勝
司
、
山
本
拓
、
荻
野
智

己

〈
阿
原
〉
田
口
志
乃
、
石
原
里

隼
す
、

〈
築
地
〉
磯
部
あ
か
音
、
内

藤
真
由
美

古
尾
和
可
奈

〈
河
西
〉

松
本
初
美
、
野
沢
み
ど
り
、
堀
之
内

理
香
、

〈
上
河
東
〉
赤
池
史
司
、

長

A

量
之
、
後
藤
秀
文
、

〈
上
河
東
二

区
〉
石
原
吉
則
、
戸
田
茜
、
角
田
和

正
、
上
回
春
樹
、
山
田
和
美
、
依
田

明
子
、
千
野
彰
一
、
手
崎
達
也
、
堀

千
恵
子
、
三
科
ひ
と
み

E
G
D
G
2
2
E
G

一セ
E

「
乙
乙
が
居
間
、
台
所
は
広
く
と

っ
て
」
と
マ
イ
ホ
ー
ム
プ
ラ
ン
は
心

楽
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

実
際

に
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
と
り
か
か

る
と
、
資
金
計
画
や
施
工
管
理
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
で
て
き
ま
す
。

税
金
の
ζ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
乙
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に

関
係
の
あ
る
税
金
K
つ
い
て
、
み
て

み
る
と
|
|
l
i
l
i
a
-
-

〈
登
録
免
許
税
〉

土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取

得
す
る
と
、
所
有
権
の
取
得
に
関
す

る
登
記
を
し
ま
す
。
乙
の
と
き
に
か

か
る
の
が
登
録
免
許
税
で
、
税
額
は

不
動
産
の
評
価
額
に
、
売
買
に
よ
る

所
有
権
の
移
転
登
記
は
五
傷
、
所
有

権
の
保
存
登
記
は

0
・
六
必
な
ど
の

税
率
を
か
け
た
額
を
納
付
す
る
乙
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
新
築
住
宅
の
所
有
権
移

転
や
保
存
登
記
、
申
古
住
宅
を
購
λ

し
た
場
合
の
所
有
権
整
喪
(号
叫
に
つ

い
て
は
特
例
が
あ
り
、
一
定
の
百
害
併

に
当
て
は
ま
っ
て
い
る
と
、
そ
の
税

率
は

0
・
三
銘
に
な
り
ま
す
。

〈
不
動
産
取
得
税
〉

土
地
や
建
物
を
取
得
し
た
と
き
に

は
、
不
動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

乙
の
税
金
は
、
国
税
で
は
な
く
都
道

府
県
税
で
す
。
標
準
税
率
は
四
銘
で

(ロ

l
ン
控
除
、
最
高
三
万
円
)
と

のム
R
計
額
で
す
。

乙
の
控
除
は
、
申
古
住
宅
の
場
合

す
が
、
住
宅
に
つ
い
て
は
三
銘
と
な
で
も
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
っ
て

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
新
築
住
宅
な
い
る
と
受
け
ら
れ
、
入
居
し
た
年
か

ど
を
取
得
し
た
場
合
で
一
定
の
要
件
ら
三
年
間
に
わ
た
り
、
各
年
の
所
得

に
当
て
は
ま
る
と
き
は
税
金
が
軽
減
税
額
か
ら
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
と
の
住
宅
取
得

〈
所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除
〉
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
一
年
目
は

住
宅
を
新
築
し
た
り
、
購
入
し
た
確
定
申
告
が
必
要
で
す
が
、
二
年
目

と
き
、
所
得
税
か
ら
住
宅
取
得
控
除
三
年
目
は
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
く

額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
控
除
額
は
、
る
「
住
宅
取
得
控
除
証
明
書
」
を
勤

出額
控
除
(
一
万
七
千
円
)
と
住
宅
務
先
に
提
出
す
れ
ば
、
年
末
調
整
で

ロ
l
ン
等
の
返
済
額
に
応
じ
た
金
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策
(
稲
作
転
換
)
一

に
つ
い
て
の
お
願
い
」

転
丘
守
目
標
面
積
は
、
百
十
二
・
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
指
示
さ
れ
、
乙
の
数

字
は
本
町
に
と
っ
て
多
く
の
困
難
は

否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
食
管
制
度
を

駆
持
し
て
い
く
と
い
う
基
本
的
な
国

策
と
し
て
割
当
撃
す
そ
示
さ
れ
た
以

上、

ζ

の
達
成
に
向
っ
て
努
力
す
る

こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。し

た
が
い
ま
し
て
、
政
府
売
渡
し

農
家
だ
け
で
な
く
、
重
来
、
差
来
、

自
家
飯
米
農
家
の
方
々
も
連
帯
し
て

本
事
業
の
た
め
特
段
の
ご
努
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
目
標
達
成
の
た
め
、
後
日

推
進
協
議
会
並
び
に
農
事
組
合
長
会

議
を
開
催
致
し
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
日
頃
格
別
の
と
尽
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
対
策
は
、
米
の
需
給
を
均
衡
さ

せ
つ
つ
農
産
物
の
総
合
的
な
自
給
力

の
向
上
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
三

年
か
ら
発
足
し
、
五
十
八
年
度
か
ら

第
二
期
対
策
三
年
自
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

き
て
、
本
町
の
昭
和
五
十
八
年
度



保
育
所
入
所
申
請
を

三
月
七
日
ま
で
受
付
け
て
ま
す
。

報

町
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
保
育

所
入
所
希
望
者
の
受
付
け
を
一
月
十

七
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
行
な
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
出
貨
に
余
裕
が
あ
り

ま
す
の
で
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は

三
月
七
日
ま
で
に
役
場
情
伺
祉
課
に
申

請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
申
し
込
み
下

さ
い
。な

お
、
入
所
希
望
者
は
西
条
地
区

に
つ
い
て
は
昭
和
保
育
所
(
定
員
六

十
名
)
押
原
地
区
は
押
原
保
育
所

(
定
員
六
十
名
)
常
永
地
区
は
常
永

保
育
所
(
定
員
六
十
名
)
上
河
東
地

区
は
上
河
東
保
育
所
(
定
員
六
十
名
)

と
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区
ご
と
に
指
定

広町和昭
昭和 58年 3月発行(5) 

さ
れ
て
い
ま
す
。

入
所
条
件
は
、
母
親
が
勤
労
者
も

し
く
は
内
職
、
パ
ー
ト
等
の
従
事
者

痘
気
な
ど
の
理
由
で
保
育
に
欠
け
る

家
庭
の
児
童
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
保
育
料
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
保
護
者
の
所
得
に

よ
っ
て
十
七
階
層
に
わ
か
れ
目
月
の

中
旬
頃
に
決
定
す
る
見
通
し
で
す
が

最
高
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
よ
う
に
町
で
定
め
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
以
上
の
保
茸
刊
は
徴
収
い

た
し
ま
せ
ん
。

O
才
児
か
ら
二
歳
児
※
入
所
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い

に
つ
い
て
は
三
万
一
子
円
、
三
歳
児
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
待
場
情
程
課
ま

に
つ
い
て
は
二
万
三
千
円
、
四
歳
児
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

，‘，
a.，.孟.，
.z.，‘，
a'z-a.，.z-v・'a'z-a.，.亙
-v・a.，AFa-V・A.，.z.，.

一
一
月
四
日
よ
り
毎
週
金
曜
と
土

曜
日
の
夜
、
町
民
体
育
館
に
お
い

て
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
が
聞
か
れ

E
h
-
-

ま
し
た
。
県
体
育
館
か
ら
派
遣
さ

ョ
れ
た
阿
部
、
羽
中
田
両
先
生
の
指

教
導
に
よ
り
、
約
四
十
名
の
受
講
者

ス
が
寒
い
体
育
館
の
中
で
楽
し
そ
う

ノ
に
曲
に
合
わ
せ
て
腕
を
振
り
、
足

;
を
上
げ
、
ス
テ
ッ
プ
し
な
が
ら
ふ

ダ
だ
ん
使
っ
て
い
な
い
関
節
を
動
か

ズ
し
、
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ヤ
「
ふ
だ
ん
家
に
い
る
と
体
を
動

.
か
す
機
会
も
な
い
の
で
、
乙
の
教

ジ
室
で
ひ
き
し
ぶ
り
に
汗
を
流
し
て

本
当
に
気
持
ち
が
良
い
で
す
。
」

と
受
講
生
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

か
ら
六
歳
児
に
つ
い
て
は
二
万
円
の

壁
円
料
で
す
。

的
毎
年
三
月
四
月
は
、
転
勤
を
は
じ

す
緩
や
入
学
な
ど
で
、
人
の
動
き

明
が
多
い
時
崩
で
す
。
そ
の
た
め
電
話

す
移
転
工
事
も
大
変
混
み
あ
い
ま
す
。

的
電
話
局
で
は
、
お
客
さ
ま
の
と
要

問
望
に
そ
っ
て
工
事
を
進
め
る
よ
う
努

仇
め
て
い
ま
す
の
で
、
転
居
な
さ
れ
る

仇
お
客
さ
ま
は
、

C
Z止
が
決
ま
り
し

的
だ
い
お
早
自
に
電
話
局
へ
お
申
し
込

仇
み
く
だ
さ
い
。

出
お
問
合
せ
は
、
甲
府
電
報
宣
話
局

的

T
E
L
O五
五
二

的

一

二

五

1
0
一
九
二

霊
前
の
務
転
手
続
き

は
b
早
自
に
・

意

!
町
翠
某
責
ム
草
+
寵
の
穆
ナ
ス
向

一
泡
キ
l
教
室
が
二
月
士
一
百
、
長
町

宮
野
県
車
山
ス
キ
l
場
で
開
催
さ
F

h

れ

ま

し

た

。

白

い
体
力
作
り
を
兼
ね
、
親
子
で
申

に
一
日
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
四

日
野
お
う
と
昨
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
吋

一
1
い
る
も
の
で
、
二
十
八
名
の
方
向

た

々

が

参

加

し

ま

し

た

。

民

つ
小
雪
が
舞
う
寒
い
一
日
で
し
m

か
た
が
、
雪
質
が
良
く
、
ゲ
レ
ン
叫

し
デ
で
は
カ
ラ
フ
ル
な
ス
キ
l
ウ
吟

築
工
ア
ー
に
身
を
包
ん
だ
参
而
箸
司

た
ち
は
、
田
中
秀
一
他
指
導
員
吋

の
も
と
に
ス
キ
l
の
基
礎
技
術
向

を

学

び

ま

し

た

。

-

画

面

軍

圏

普
通
科
ハ
通
信
制
》

と
陶
業
コ

l
ス

県
立
中
央
高
校

。
普
通
科
ハ
通
信
制
〉

自
宅
で
勉
強
し
て
高
等
学
校
を
卒

業
で
き
る
通
信
制
高
校
で
す
。

V

墓
葉
人
員
普
通
科
百
人

V

募
集
期
間
三
月
一
日
J
四
月
三

十
日

V

入
蛍
書
稽
中
掌
校
を
車
業
し
た

者
又
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
空
カ

が
あ
る
と
学
校
長
が
認
め
た
者

V

出
願
書
類
入
挙
願
書
、
産
業
証

明
書
文
は
卒
業
見
込
証
明
書
、
成

績
証
明
書

。
商
業
コ

I
ス

一
般
の
社
会
人
が
簿
記
会
計
な
ど

を
安
い
費
用
で
勉
強
で
き
ま
す
。

V

菓
集
人
員
初
級
、
上
級
ク
ラ
ス

と
も
若
平
名

V

願
書
受
付
期
間
二
月
一
日
J
一一一

月
三
十
一
日

V

出
願
資
格
中
学
校
套
未
以
上
の

者
、
申
央
官
同
等
望
校
巨
民
が
中
学
校

を
産
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学

，
力
が
あ
る
と
認
め
た
者

V

出
願
書
類
、
入
学
願
書
、
履
歴
書

身
体
検
査
書
、
返
信
朋
封
筒

。
出
願
場
所
・
問
合
せ
県
立
中
央

高
等
学
校
(
甲
府
市
飯
田
五
丁
目

六
l
二
三

T
E
L
二
六
l
四
四

一一一)
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報広町和昭

当
面
の
経
済
生
活
を
支
え
、
さ
ら

に
将
来
に
向
け
て
の
自
立
を
助
け
る

た
め
に
、
各
種
の
資
舎
貸
付
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
主
だ
っ
た
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

V

母
親
を
対
象
と
し
た
資
A
市
貸
付

マ
特
麓
修
得
資
金
・
・
・
就
臓
の
た
め
に

知
識
や
技
術
、
容
器
を
得
る
の
に
必

要

な

資

金

と

し

た

資

金

貸

付

マ
生
活
資
金
:
・
捗
能
修
得
資
金
な
ど
マ
隻
T
資
金
・
:
吉
田
枚
、
大
学
、
古
塁
寸

を
受
け
て
い
る
母
親
が
、
震
習
得
専
望
校
お
よ
び
専
修
T

校
に
就
学

の
問
、
生
活
を
賄
う
た
め
に
必
要
な
す
る
た
め
の
室
料
や
書
籍
代
な
ど

資

金

に

必

要

な

資

金

住
宅
資
金
:
・
住
宅
を
増
改
築
ま
た
マ
就
当
支
度
資
金
・
:
聾
丁
や
修
業
に

は
補
習
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
、
話
京
な
被
服
な
ど
を
購
入
す
る
た
め

V

児
童
(
二
十
歳
末
満
)
を
対
象
の
資
金

4
I
i
l
i
-
-
i
i
t
i
t
i
l
-
-
l
i
-
-
t
i
i
i
i
E
 
一

一
油
絵
を
生
き
が

母
子
家
庭
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
夫
一
一

と
離
・
死
別
し
、
二
十
歳
末
満
の
子
一
今
回
は
、
油
絵
を
描
き
始

供
を
扶
養
し
て
い
る
家
庭
の
乙
と
で
一
め
て
十
一
年
目
を
迎
え
、
県

す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
の
母
子
の
・
、
山
主
震
に
毎
宮
山
品
し
、

家

庭

も

含

ま

れ

ま

す

。

一

な

ど

数

々

の

賞

を

受

賞

さ

れ

マ
精
神
、
身
体
の
障
害
の
た
め
に
夫
一
押
越
の
三
神
良
子
さ
ん
を
紹

が

長

い

間

働

け

な

い

場

合

し

よ

う

。

マ

夫

が

生

死

不

明

で

あ

る

場

合

歳

を

過

ぎ

、

老

後

の

生

き

が

マ

夫

か

ら

遺

棄

さ

れ

て

い

る

場

合

が

を

し

な

け

れ

ば

と

考

え

始

マ
婚
姻
届
は
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
神
さ
ん
。
申
央
公
民
館
が
完

実
際
に
は
婚
姻
関
係
と
同
じ
状
況
で
文
化
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た

あ
り
、
前
記
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
っ
か
け
に
音
か
ら
興
味
の
あ

出

P
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1

を
生
か
そ
う
と
油
絵
を
始
め

経

済

生

活

を

支

え

る

資

金

貸

付

で

す

。

一
到
一
家
の
大
田
涯
を
突
然
失

f
っ
た
母
平
家
庭
で
は
、
経
済

上
、
生
活
上
の
様
々
な
問
題
が
母
親

の
肩
に
ふ
り
か
か
っ
て
き
ま
す
が
、

そ
う
し
た
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
の

が
、
母
子
相
談
員
で
す
。

母
子
安
賞
は
、
本
町
に
は
一
一
一
人

置
か
れ
て
、
母
子
家
庭
の
生
活
費
を

は
じ
め
、
教
育
費
、
医
療
費
な
ど
経

済
上
の
問
題
の
ほ
か
、
住
宅
や
就
職

就
学
な
ど
を
は
じ
め
生
活
上
の
問
題

に
つ
い
て
も
広
く
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

母
子
相
談
員

に
相
談
を

凸

しミ
押
越
の
三
神
さ
ん

以
来
排
き
上
げ
た
作
品
は
、
百
点

以
上
に
も
及
び
、
現
在
文
化
堅
選
・

画
部
に
所
属
し
、
毎
月
第
二
、
第
四

土
曜
に
集
ま
り
絵
を
描
い
た
り
、
批

評
し
あ
っ
た
り
、
気
の
合
っ
た
仲
間

と
和
や
か
な
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
な
が

ら
活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

す
べ
て
の
物
が
美
し
く
見
え
る
よ
う

に
な
り
、
枯
れ
た
花
、
草
の
中
に
さ

え
、
美
し
さ
を
見
い
出
す
と
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
」
と

三
神
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

以
上
の
ほ
か
、
母
子
家
庭
で
義
務

整
円
終
了
前
の
児
童
が
い
る
場
全

次
の
よ
う
な
手
当
が
母
ま
た
は
養
育

者
主
宰
相
さ
れ
ま
す
。

マ
児
童
基
査
手
当
・
:
義
務
整
宵
終
了

前
の
皐
里
の
場
ム

R
Z里
一
人
に
対

し
て
月
三
万
二
千
七
百
円
(
手
当
額

は
、
皐
里
の
数
に
よ
っ
て
増
加
さ
れ

ま
す
。
)

た
だ
し
、
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に

よ
り
公
的
年
金
や
遺
族
補
償
を
受
け

て
い
.
る
と
き
な
ど
は
、
乙
の
手
当
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
気
を
つ
け

て
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
油
絵
を

描
き
続
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。



歳

報

卒

業

率
業
式
と
言
え
ば
、
将
来
へ
の
希

望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
晴
れ
が
ま
し

い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は

乙
の
日
が
受
験
浪
人
、
就
職
浪
人
へ

の
η

門
山
炉
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

さ
え
な
い
気
分
の
学
生
も
少
な
く
な

い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
入
学
し
た
人
の
う
ち

め
で
た
く
車
業
す
る
の
は
ど
の
く
ら

い
の
割
合
で
し
ょ
う
か
。
義
務
教
育

は
別
と
し
て
、
高
校
に
例
を
と
る
と

昭
和
五
十
七
年
三
月
に
車
業
し
た
全

日
制
高
校
生
は
、
入
当
者
の
九
四
-

F
守副

広町
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和

り

昭

時

ロu
-言ロ

六
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
卒
業
式
で
思
い
出
す
の

が
「
仰
げ
ば
尊
し
」
と
「
蛍
の
光
」
。

こ
の
歌
を
歌
う
か
ど
う
か
は
、
各
教

育
委
員
会
、
ま
た
は
各
学
校
で
決
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
相
当

数
の
学
校
で
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。「

蛍
の
光
」
の
原
曲
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
民
謡
と
い
わ
れ
、
日
本
で
歌

詞
が
付
け
ら
れ
、
明
治
十
四
年
紀
文

部
省
編
集
の
小
学
唱
歌
集
に
収
め
ら

れ
ま
し
た
。

h
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

以
後
、
毎
月
十
六
日
に
教
室
を
開

作
詞
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ

っ
て
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
「
蛍

の
光
、
窓
の
雪
」
と
い
う
歌
詞
は
中

国
の
故
事
か
ら
と
っ
た
も
の
で
す
。

し
ゃ
レ
ん

中
国
の
晋
の
時
代
。
車
胤
と
い
う

人
は
、
家
が
貧
し
く
灯
油
も
買
え
な

い
の
で
、
ホ
タ
ル
の
光
で
勉
強
し
、

ま
た
、
阪
融
問
と
い
う
人
は
雪
明
か
り

で
勉
強
し
て
立
身
出
世
し
た

l
iと

い
う
説
が
元
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
蛍
の
光
」
と
は
蛍
光
灯
の
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
現
代
っ
子
に
は
通
用

し
な
い
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
ん
な
に
明
る

い
ホ
タ
ル
が
い
た
の
か
と
思
い
ま
す

が
、
中
国
南
部
に
は
体
長
二
セ
ン
チ

を
超
え
、
強
く
光
る
マ
ド
ボ
タ
ル
と

い
う
の
が
い
た
よ
う
で
す
。

く
ζ

と
に
な
り
、
文
化
祭
に
も
十
名

が
出
品
し
好
成
績
を
上
、
げ
、
正
月
用

の
生
け
花
も
生
け
ら
れ
る
ま
で
に
上

達
し
ま
し
た
。

「
当
区
で
は
、
成
人
式
の
前
夜
祭

と
し
て
十
四
日
の
獅
子
舞
の
あ
と
成

人
者
を
招
き
、
成
人
を
祝
い
良
き
伝

統
を
語
り
伝
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
」
と
、
区
長
代
理
の
今
沢

佳
幸
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
正
月
に
は
、
育
成
会
が
主
催
と

な
っ
て
ど
ん
ど
ん
焼
き
、
獅
子
舞
な

ど
の
厄
払
い
の
行
事
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。
良
き
伝
統
を
伝
え
る
た
め
に

特
別
の
講
習
会
も
計
画
し
て
あ
る
そ

う
で
す
。

町
/
震
/
俳
/
匂

出
航
の
ド
ラ
空
に
ζ

だ
ま
冬
日
和

磯
部
信
与

え
晴
や
農
婦
の
声
の
つ
つ
ぬ
け
に

長
田
そ
の
子

あ
か
ぎ
れ
の
一
筋
増
し
て
冬
暗
る
る

桑
原
丑
寅

冬
晴
を
初
穂
祭
の
み
現
行
く

海
野
せ
つ
子

冬
晴
や
生
活
の
音
の
そ
れ
ぞ
れ
に

内
藤
ふ
く
次

冬
暗
る
る
書
房
待
ち
い
し
本
と
ど
く

松
岡
満
子

冬
暗
に
眼
す
る
ど
き
艦
の
鷹

清
水
博
文

子
等
追
っ
て
冬
暗
の
径
遠
く
来
て

輿
石
き
だ
代

冬
晴
や
畝
切
る
鍬
の
先
光
る

井
上
ま
さ
江

冬
晴
が
つ
Y
き
一
と
村
す
乙
や
か
に

伊
藤
春
江

冬
晴
の
瀬
に
立
つ
鷺
や
黙
然
と

上
田
栄
月

申
央
道
開
通
成
り
て
冬
晴
る
る

中
沢
静
代

冬
晴
や
嫁
と
姑
の
漬
菜
か
な

河
田
好
子

釣
り
痢
り
の
親
子
柿
喰
ひ
冬
晴
れ
る

高
野
久
枝

八
ッ
岳
を
背
に
静
か
な
村
や
冬
晴
る

小
林
彦
三

砂
ぼ
こ
り

小
島
見
次

冬
晴
が

続
く
釜
無

旧
軍
人
、
軍
属
及
び
そ
の

遺
族
に
対
す
る
援
護
恩
給

並
び
に
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
給
付
の
巡
回
相
談

戦
後
三
十
七
年
余
の
年
月
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
旧
軍
人
、
準
軍
人
、

軍
属
、
準
軍
属
ま
た
は
そ
の
遺
族
で

恩
給
法
及
び
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
な
ど
に
よ
る
給
付
制
度
を

よ
く
知
ら
な
い
た
め
、
思
給
や
年
金

扶
助
粍
諸
給
付
金
等
主
棄
し
な

い
方
あ
る
い
は
そ
の
後
の
法
律
の
改

正
に
よ
り
、
新
た
に
対
象
に
な
っ
て

い
て
も
知
ら
な
い
方
も
多
薮
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
相
談

K
応
じ
そ
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
理

解
し
て
頂
く
た
め
、
巡
回
相
議
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

お
心
あ
た
り
の
方
は
、
相
議
所
へ

お
出
か
け
に
な
り
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
出
か
け
の
際
は
、
印
鑑

旧
軍
隊
等
に
関
す
る
証
拠
に
な
る
資

料
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
一
二
月
一
日
午
前
十
時
J
午
後

三
時

場
所
甲
府
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

第
一
会
議
室

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
褐
祉
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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鱗機購緩機騒議

母子健康手帳、食べものについての質問票

5月 15日()Qヰ後 1時---2時
中央公開官
昭和57年 4月 1日~蹄口57年?月 30日まで
の出生児
蹄日56年9月 1日~日召和57年 5月31日まで
の仕性児で未接種者
蹄口57年5月KBCGを接種した者(陽転確認)

携行品母子健康手帳
判 定 5月17日(木)午後?時---2時

*上記該当児でBCG接種後 1年以内の幼児は除く

実施日時
場所
該当児

日時 3月4日@
午前 10時

場所旧役場前
*収集車がくるまでは
長在主もいっしょlと~\て

下さし"'0

開7品

3月5目的

3月19日臼
午前?時---11時

30分

場所中央公開官

女当日印鑑をお持ち

下きし"'0

日時

日程 曜日 内 容地 区

2日 水 ガラス類 全地区

5日 木 もえる物 // 

7日 月 // 1/ 

10日 木 1/ 11 

14日 月 11 11 

16日 水 金属類 西条地区

17日 木 もえる物 全地区

18日 金 金属類 押原常永

22日 火 もえる物 全地区

24日 木 11 11 

28日 月 /1 // 

31日 木 /1 11 

5月24日(刻午後 1時---2時
中央公開官
昭和55年8月31日~昭和56年5月 24日ま
での出生児
昭和54年 3月21日~蹄日 55年8月 30日ま
での出生児
第 1期 5回目の接種目から 1年以上均五畠ぎ、 1年
6ヶ月以内に第2期も該当する幼児
(ただし、 5歳6ヶ月までの幼児に限る)
母子健康手帳、問診票

実施日時
場所
該当児

実施日時 5月30目的午後 T時30分---2時30分
場 所中央公時官
該 当児昭和57年 10月 1日~昭和58年 1月31日ま

での出生児
母子僧康手帳携行品

携行品

実施日時 5月23目的今後 1時---3時
場 所中央公開宮
該当児昭和54年 12月7日~昭和55年 2月29日ま

での出生児
携行品母子健康手帳・ 3歳児健康診査察・食べものに

ついての質問票

.:::><:xコ>Ç>こ，、<:λ竺><><>o~>cx::>-<:;:::-.?a<::耳><:::入、、〈ユ

お
め
で
と
う

胆
相
五
十
七
年
十
二
月
二
日
以
降

(
敬
称
略
)

婚

氏

名

望
耳
茂
幸
〆

石
川
洋
美
、

高

橋

久

〆

栗
田
美
窃
ナ
、

遠

藤

明

'

田
上
美
智
江
、

古

田

町

豊

'

会
井
清
美
、

魚
住
降
博
ノ

松
井
和
恵
、

功
万
良
文
〆

渡
連
京
子
、

長

沼

司

〆

費
不
桂
子
、

保
坂
貞
仁
J

小
松
和
恵
、

姻住西
条
二
区

上
河
東
二
区

清
水
新
居

上
河
東
二
区

清
水
新
居

紙
漉
阿
原

河清
水
新
居

海

野

豊

'

渡
辺
久
子
、

三

浦

茂

'

小
忠
悦
子
、

細
川
秀
幸
'

塚
越
も
と
子
、

長
田
敏
彦
'

萩
原
貴
久
子
、

森

井

清

司

'

武

藤

昇

子

¥
出

所

氏

名

保

護

官

官

岡

野

優

弘

幸

加

藤

信

博

笹

本

弘

二

久

弘

深

沢

盤

実

昭

義

中

楯

洋

平

哲

夫

小

沢

美

和

敏

井

口

菜

央

悟

酒
井
ひ
ろ
み
恵
一

永
田
小
百
合
賢
一

中

込

泰

雄

和

夫

遠

藤

由

梨

一

長

沢

智

文

夫

石

原

栄

里

子

栄

泉

順

敏

弘

武

川

正

一

吉

伯

河

西

公

美

並

最

高

柳

綾

子

敏

彦

大
久
保
智
尋
善
次

尾

倉

愛

孝

男

伊

藤

祥

江

和

彦

西

押

越

西
条
二
区

西
条
二
区

河

西

、
河
東
市
士
島

生


